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● 今回の検討会議での確認事項等 ●

●新たな学校の校章については、現在の大池中学校の校章の周囲の部分を使用する。中心部のデザインについて、
行政にて数案を作成し、検討会議にて提示する。

●新たな学校の校歌については、今回の検討会議での意見をとりまとめ、次回の検討会議にて、歌詞案を募集す
る場合に設定する条件等を行政から提案する。

●新たな学校の標準服については、両小学校の保護者による検討の場を設ける。具体的な検討スケジュールにつ
いては、行政から提示する。

● 今回の検討会議の開催状況 ●

検討会議（第１回）での議題

（１）学校再編整備計画について

（２）通学路並びに安全対策について

（３）校章、校歌、標準服について

検討会議（第１回）の出席者

◆御幸森小学校・中川小学校
学校適正配置検討会議委員

・御幸森小学校区から ４名

・中川小学校区から ４名

◆傍聴 ６名

生野区では、教育環境の充実、子育て環境の充実、災害に強いまちづくりを通じて、まちの活性化をめざす「生野区西部地
域学校再編整備計画」を推進しています。

このなかで、御幸森小学校と中川小学校の学校再編について、「御幸森小学校・中川小学校 学校設置協議会」を平成
31年3月に設置し、議論を行ってまいりました。

令和2年4月に大阪市立学校活性化条例（以下、「条例」といいます）が改正施行され、条例第16条に基づき、「学校再
編整備計画」の内容等について保護者等のご意見をいただく場として、令和２年６月３日（水）に第１回の「御幸森小学
校・中川小学校 学校適正配置検討会議」（以下、「検討会議」といいます）を開催しました。

本紙では、今回の検討会議における主な意見交換の内容をお知らせします。

検討会議当日のくわしい内容についてはこちらのページをご覧ください。



行政からの説明内容 校章、校歌、標準服について

現在の各校の校章

●大池中学校 ●御幸森小学校 ●中川小学校

校章について

●現在の御幸森小学校、中川小学校の両校章については、学校名が入っており、新たな校章を作成する必要が
あります。

●大池中学校と同じ「大池」の名前がつく小学校となること、また、小中一貫した教育を行う象徴として、現
在の大池中学校の校章内の「中」の文字を「小」とする案を行政から提案しました。

大池中学校と連携型小中一貫
校として整備することから、
小学校と中学校の一体感を出
せるよう、大池中学校の校章
の「中」を「小」とする案

行政から提案を行った校章案

校歌について

●校歌については、令和３年２月末を目途に検討を進めます。今回の検討会議では、校歌の検討方法について提
案しました。

標準服について

●標準服については、令和２年９月末までの決定を目途に検討をしていきたいと考えています。
大阪市では、標準服を着用する学校と標準服なしで私服を着用する学校の２つに分かれており、標準服のデザ
インについては、概ねブレザーの上着とズボンまたはスカートが採用されています。

●現在の御幸森小学校の標準服の色は茶系、中川小学校は紺系です。今後、標準服の検討を進めていきますが、
学校再編により生じる新たな物品については保護者の皆さまに過度の負担を与えないということが大阪市の方
針であることから、現在の１年生から５年生の児童については、行政が標準服の準備を行います。

学校再編に関する情報は生野区ホームページでも
ご覧いただけます。
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行政からの説明内容 通学路並びに安全対策について

●御幸森小学校・中川小学校学校設置協議会の際に、両校の保護者、地域住民の皆さまと一緒に現地確認を行い、
いただいたご意見を踏まえた対策案の整理を進めています。

●このうち、中川歩道橋について、「きれいに明るくするために塗装をしなおしたり、子どもたちの絵を描くな
ど、工夫はできないか」とご意見をいただいた項目については、何らかの対応をとる前提で調整を行っており、
改めて検討会議にて報告を行います。

●飛び出しの注意喚起の表示の設置や、その表示の多言語化についても、調整を進めており、開校までに間に合
うように整備を行ってまいります。

●新たなご提案として、今年度、校区内の２ヶ所に防犯カメラを設置していきたいと考えています。

御幸森小学校と中川小学校を再編し、令和3年（2021年）4月に新たな学校として「大池小学校」を設置する「大阪市
立学校設置条例の一部を改正する条例案」が、令和2年5月26日（火）の大阪市会本会議において可決されました。「大
池小学校」は、現在の中川小学校の校地に開校します。


